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各
所
に
残
る
石
垣
︑

民
俗
芸
能
の
継
承

　吉
川
元
春
館
跡
を
は
じ
め
町
内
各
所
に

残
る
当
時
の
石
垣
は
圧
巻
！
ま
た
、吉
川
氏

に
由
来
す
る
民
俗
芸
能（
花
笠
お
ど
り
、

南
条
お
ど
り
、火
の
山
お
ど
り‐

い
ず
れ
も

県
民
俗
文
化
財
）も
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
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810
　
吉
川
経
見
が
15
世
紀
前
半
に
築
城
し
、天
文

14（
1
5
4
5
）年
に
吉
川
興
経
が
日
山
城
に

移
る
ま
で
の
吉
川
氏
の
本
拠
城
。

　
城
は
石
見
国
へ
の
交
通
路
を
押
さ
え
る
標
高

4
6
0
m
、比
高
80
m
の
小
倉
山
の
山
頂
を
中
心

と
し
、発
掘
調
査
を
行
っ
た
本
丸
郭
群
で
は
建
物

跡
、門
跡
、塀
跡
、土
塁
な
ど
が
み
つ
か
り
ま
し
た
。

小
倉
山
城
跡

（
国
史
跡
、歴
史
公
園
）

12
　
吉
川
氏
の
氏
神
。鎌
倉
時
代
末
期
に
吉
川
氏
が

大
朝
本
庄
に
地
頭
と
し
て
入
っ
た
時
に
駿
河
国

（
静
岡
県
）か
ら
勧
請
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
本
殿
は
永
禄
元（
1
5
5
8
）年
に
元
春

が
再
建
し
た
も
の
で
、県
内
で
は
厳
島
神
社
に

次
い
で
古
い
神
社
建
造
物
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。三

間
社
流
造
。

龍
山
八
幡
神
社

（
国
重
要
文
化
財（
本
殿
））

1314

万
徳
院
跡

（
国
史
跡
、国
名
勝（
庭
園
）、歴
史
公
園
）

911
　
吉
川
興
経
が
天
文
14（
1
5
4
5
）年
に
小
倉

山
城
か
ら
本
拠
を
移
し
、そ
の
後
元
春・元
長・広
家

が
居
城
と
し
た
吉
川
氏
の
本
拠
城
。標
高
7
0
0ｍ

の
山
頂
に
築
か
れ
、東
西
7
0
0ｍ
の
範
囲
に
28
も
の

郭
を
配
す
る
大
規
模
な
山
城
跡
で
す
。城
内
各
所

に
は
石
垣・石
塁・土
塁・土
橋
が
、城
の
中
腹
に
は

元
春
母
の
菩
提
寺（
浄
必
寺
跡
）が
残
り
ま
す
。

日
山
城
跡

（
国
史
跡
）

　
元
春
が
天
正
11（
1
5
8
3
）年
頃
、日
山
城
の

南
西
麓
に
建
て
た
隠
居
所
の
跡
。館
は
石
垣
が

あ
る
東
を
正
面
と
し
間
口
1
1
0ｍ
、奥
行
き
80ｍ

の
規
模
で
、発
掘
調
査
に
よ
り
建
物
跡
、井
戸
、

庭
園
、便
所
跡
、溝
な
ど
が
み
つ
か
り
、併
設
す
る

「
戦
国
の
庭
　
歴
史
館
」で
は
、吉
川
氏
の
歴
史
や

出
土
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
天
正
３（
1
5
7
5
）年
頃
、吉
川
元
長
が

日
山
城
の
南
西
麓
に
別
邸
と
し
て
建
て
、元
長

死
後
は
弟
の
広
家
が
兄
の
菩
提
寺
と
し
て
改
修
。

境
内
地
は
正
面
を
石
垣
で
区
画
し
た
間
口
72
ｍ
、

奥
行
き
45
ｍ
の
規
模
で
、発
掘
調
査
に
よ
り

本
堂・庫
裏・霊
屋・風
呂
屋
な
ど
の
建
物
跡
や
池

庭
、水
道
施
設
な
ど
が
み
つ
か
り
ま
し
た
。

吉
川
元
春
館
跡

（
国
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跡
、国
名
勝（
庭
園
）、歴
史
公
園
）

北
広
島
町 

編 ‒

　北
広
島
町
は
、次
男

　吉
川
元
春
の
ふ
る
さ
と
。

　吉
川
氏
へ
養
子
に
入
っ
た
元
春
は
、毛
利
氏
の
中
国
地
方
統
一
を
助
け
、主
に

山
陰
の
攻
略
や
支
配
に
当
た
り
、陶
氏
、尼
子
氏
、大
友
氏
や
豊
臣
秀
吉
の
軍
勢
と
戦
い

ま
す
。吉
川
氏
の
鎌
倉
末
期
入
部
以
降
の
城
・
寺
・
館
跡
の
9
つ
の
遺
跡
と
そ
れ
を
取
り

巻
く
景
観
や
関
連
遺
跡
が
良
好
に
残
っ
て
お
り
、国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

Mohri
Heritage

毛
利

遺
産
毛
利

遺
産

龍
山
八
幡
神
社

12

N

M
A
P

万
徳
院
跡

10

吉
川
元
春・

元
長
の
墓 （

戦
国
の
庭
歴
史
館
）

古
保
利
薬
師

（
国
重
要
文
化
財
）

　
鎌
倉
時
代
の
元
応
元（
1
3
1
9
）年
の
史
料

に
そ
の
名
が
み
え
、現
在
の
本
殿
は
元
春
、元
長

父
子
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

　
神
社
に
伝
わ
る
木
造
狛
犬
は
、足
裏
の
墨

書
か
ら
応
安
７（
1
3
7
4
）年
に
吉
川
庶
子

家
が
寄
進
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

枝
宮
八
幡
神
社

（
県
重
要
文
化
財（
本
殿
・
狛
犬
））

　
奈
良
・
平
安
期
に
山
県
郡
司
と
し
て
一
帯
を
治

め
た
豪
族
凡
氏
が
建
立
し
た
福
光
寺
を
起
源
と

し（
現
廃
寺
）、吉
川
氏
入
部
後
は
そ
の
祈
願
所

と
し
て
、盛
時
は
49
坊
、寺
領
３
０
０
石
を
擁

し
た
と
言
わ
れ
ま
す
。本
尊
薬
師
如
来
座
像

を
は
じ
め
12
体
の
平
安
初
期
仏
が
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（模写版・新庄小学校蔵）
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